
「無駄なく、楽しく稼げる」農業へ

施設園芸の新しいかたち～IoP農業～の創造

農業者、企業、自治体、研究者・・分野を超えた意見交換

（写真）高知大学IoPハウス

ご入会
案内

おらんくの “未来農業サロン”

I o P農業研究会
IoP農業研究会では、栽培現場における様々な課題の解決のために、IoP(Internet of Plants：作物の

インターネット）を活用した取り組みやアイデアを共有しながら、創意工夫を積極的に発信していきます。

IoP農業を「共に創る」研究会に関心をお持ちの皆さまのご入会をお待ちしています。

会費：無料



【活動と体制】

『共に』×『創る』農業の未来

I o P農業研究会入会のご案内

【ご入会方法】
右のコードにアクセスして、
必要事項をご記入後、送信して
ください。メールアドレスはお間違い
ないようご入力ください。
下記、事務局までご連絡いただいても結構です。

【ＩｏＰ
共創センター】
ホームページの
ご案内

【お問い合せ先】
高知大学IoP共創センター IoP農業研究会事務局
783-8502 高知県南国市物部乙200
TEL：088-864-6780/5173 Email：iop_nogyoken@kochi-u.ac.jp

会長：北野雅治（高知大学IoP共創センター）

副会長：越智史雄（JA高知県春野胡瓜部会）
高橋昭彦（高知県農業技術センター）

研究部会：研究開発部会
IoP普及部会

会員：生産者、
企業、JA,自治体、
研究者、学生等

事務局：高知大学
IoP共創センター

インターネット活動：
● 施設園芸（高知県）にお
ける目指す姿の提案と共有
● IoPメインエンジンの仕組み
と機能の理解・改善
● 創意工夫の紹介と共有
● 「何の情報を、どう見せて
どのように使うか」意見交換
● 研究最前線の紹介と
共有
● 現場課題群の紹介と
共有
● 目指す姿の実現策の
提案と検証
● IoPによる解決策の
提案と検証 など

対面活動：
★ 「インターネット活動」の報告
★「何の情報を、どう見せて、どの
ように使うか」について議論
★目指す姿、の議論
★ 各部会・WGからの報告と
意見交換
★ IoP研究最前線の報告
★ 創意工夫賞の選考
★ IoPバルの開催 など

スマート化

皆様のご入会を
お待ちしています

農業は人間の「食」を支える重要な産業ですが、工業の製造工程とは違い、季節や天候等の影響を受けながら営まれてき
ました。 最近では、ICTの発展とともに、農業の生産現場においてもデジタル化が進み、環境情報や出荷情報等の“見える化”
が普及しつつあります。 しかしながら、作物の生産を決定づける「製造工程」とも言える生理生態（光合成、成長等）の情報に
ついては、計測が困難なために、営農現場での“見える化”が実現されていません。
そこで高知県では、作物の生理生態情報の定量的な“見える化”と、それに基づく合理的な営農支援情報の“使える化”、

さらにそれらの情報の産地での“共有化”を実現するために、 ICT，AI等の先端技術を駆使するIoPを世界に先駆けて実装・普
及するプロジェクトが進められています。 IoPによる情報の“見える化”、“使える化”、“共有化”を活用する農業（IoP農業）の
確立・普及にむけて、「何の情報をどのように処理して、わかりやすい形でどのように見せるのか」「営農にどのように活用して、
どのような改善につなげていくのか」、「誰もが使いやすい情報提供とは」等を自由に議論しながら、IoP農業の“目指す姿”を
会員の皆さまと一緒に創っていきます。

会費
無料
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観測風景

「IoPよさこい節」番外篇

♪ ま～っこと、は～ちきん
おらんくの野菜は～～♬
色よ～し、 艶よ～し～、
歯切れよ～し

IoPさこい♪
IoPさこい♪
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